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皆さん、おはようございます。この1週間、季節外れの暑さと肌
寒さ、寒暖差がはげしく体調管理が大変だと思います。
さて「見晴らしフェスティバル」に当クラブが模擬店を出店し
て、今年で１３年目になります。当初は社会奉仕委員会だけの
単年度の事業で、予算的にも厳しく会員の皆様方に例会でカ
ンパをお願いした事もありました。今から８年前、岩崎守幸さん
が会長の時にクラブで全面的に事業をバックアップすることに
なり「見晴らしフェスティバル」を移動例会に変更しました。１３
年間も事業が継続できたのは、できあいの物を提供する他の
奉仕団体と違って、会員とミセスロータリーの合作による手作り
の豚汁が毎回大好評で、楽しみに待っている人が大勢いるか
らだと思います。
先日、ＮＨＫテレビ「クローズアップ現代」で「障害者の恋と性」
の番組をたまたま見ました。「性」に関する過激の言葉がバン
バン出てきて、公共放送でこんな放映をして大丈夫なのか、そ
れと女房や子供が側にいなくてよかったと思いました。番組で
は障害者へのバリアフリーや生活支援は法律の整備で進ん
でいますが「性」の問題は健常者の先入観や偏見が強く置き
去りになっている事や、障害者だって健常者と同じように性欲
はあるのに、介護の現場では「性」は完全にタブーで、障害者
はいつも清廉潔白を求められ人格を否定されているような現
状が映し出されました。健常者も障害者も同じ人間です。考え
る事も同じです。なぜ差別されるのか問題提起の番組だと思
いました。海外ではヨーロッパが比較的に早くこの問題に取組
み、オランダは障害者が性的介助を受けた場合、保険の適用
があるそうです3年後東京パラリンピックが開催されます。障害
者への認識が益々高まりますが、介護現場ではどこまで「性」
に介入するのか線引きも難しく答えも出ずに混乱をまねくでしょう。
話は戻りますが、当クラブが「見晴らしフェスティバル」に参加
した当初、ビールも提供していました。焼鳥とビール、相性がい
いです。私が一番印象に残っているのが、障害者だってビール
を飲みたいのです。保護者にビールを飲んで良いのかアイコン
タクトで同意を求めていた姿です。私が女房の顔色を伺いな
がら飲むお酒と一緒です。
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